
○
公
害
等
調
整
委
員
会
告
示
第
一
号

徳
山
ダ
ム
関
係
鉱
区
禁
止
地
域
指
定

（

）

鉱
業
等
に
係
る
土
地
利
用
の
調
整
手
続
等
に
関
す
る
法
律

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号

、

、

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
鉱
区
禁
止
地
域
を
指
定
し
た
の
で

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
四
年
一
月
十
日

公
害
等
調
整
委
員
会
委
員
長

川
嵜

義
德

一

指
定
番
号

指
定
第
二
三
八
号

二

指
定
請
求
公
示
の
年
月
日

昭
和
五
四
年
九
月
一
二
日
（
公
害
等
調
整
委
員
会
公
示
第
二
〇
号
）

及
び
平
成
一
三
年
二
月
一
日
（
公
害
等
調
整
委
員
会
公
示
第
二
号
）

三

請
求
者
名

建
設
大
臣

四

地
域
の
所
在
地

岐
阜
県
揖
斐
郡
藤
橋
村
及
び
同
県
本
巣
郡
根
尾
村
地
内

五

鉱
物
の
名
称

鉱
業
法
（
昭
和
二
五
年
法
律
第
二
八
九
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
鉱
物
全
部

六

地
域
の
境
界
の
表
示

第
四
項
記
載
の
地
内
の
次
の
各
境
界
点
を
番
号
順
に
結
ぶ
直
線
及
び
境
界

点
第
一
三
号
と
第
一
号
と
を
結
ぶ
直
線

境
界
点
の

位

置

備

考

番
号

Ｘ
座
標

メ
ー
ト
ル

Ｙ
座
標

メ
ー
ト
ル

(－)

(－)

１

三
八
、
九
二
五

五
九
、
六
三
六

表
示
の
座
標
は
、
測
量
法

２

三
五
、
五
四
六

六
三
、
一
一
六

（
昭
和
二
四
年
法
律
第
一
八

３

三
七
、
四
九
〇

六
五
、
〇
八
五

八
号
）
に
基
づ
く
平
面
直
角

４

三
五
、
九
三
六

六
六
、
三
一
六

座
標
系
に
よ
る
。

５

三
五
、
九
五
八

七
〇
、
〇
〇
二

６

三
二
、
五
六
〇

六
六
、
八
五
四

７

二
六
、
七
二
六

六
九
、
九
三
八

８

二
八
、
二
〇
九

六
四
、
五
一
〇

９

三
〇
、
九
八
三

六
一
、
八
四
二

三
一
、
九
七
三

五
九
、
一
六
七

10

三
四
、
〇
九
五

五
八
、
一
七
九

11

三
六
、
四
三
六

五
八
、
六
七
七

12

三
八
、
二
二
〇

五
八
、
五
六
四

13

七

地
域
図

指
定
地
域
は
、
次
の
図
の
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
地
域



八

地
域
の
面
積

七
、
二
五
四
・
九
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

九

指
定
の
理
由

１

指
定
地
域
は
、
岐
阜
県
揖
斐
郡
藤
橋
村
及
び
本
巣
郡
根
尾
村
地
内
に
あ
り
、
木
曾
川
水
系
揖
斐

川
の
上
流
に
建
設
さ
れ
る
徳
山
ダ
ム
、
同
貯
水
池
及
び
そ
れ
ら
の
周
辺
地
域
で
あ
る
。

指
定
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
徳
山
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
堤
高
一
六
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
堤
頂

、

、

長
四
一
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
を
建
設
し

こ
れ
に
よ
り
総
貯
水
容
量
六
億
六

〇
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
有
効
貯
水
容
量
三
億
五
、
一
四
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
貯
水
池
を
確

保
し
、
洪
水
調
節
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
及
び
新
規
利
水
の
確
保
（
最
大
四
二
万
四
、
〇

〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
を
含
む

）
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
生
の
安
定
と
産
業
の

。

発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

２

指
定
地
域
は
、
美
濃
越
前
山
地
に
位
置
し
、
深
い
Ｖ
字
渓
谷
と
急
峻
な
斜
面
を
有
す
る
一
、
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
山
地
よ
り
構
成
さ
れ
、
崩
壊
地
形
も
多
く
、
地
滑
り
の
危
険
性
を
内
包
し

て
い
る
。

、

、

、

指
定
地
域
の
地
質
は

美
濃
帯
の
中
古
生
層
が
広
く
分
布
し
て
お
り

粗
粒
砂
岩
を
主
体
と
し

砂
岩
泥
岩
互
層
、
硅
質
泥
岩
、
チ
ャ
ー
ト
等
を
含
む
北
西
側
の
左
門
岳
ユ
ニ
ッ
ト
と
、
輝
緑
凝
灰

岩
、
チ
ャ
ー
ト
等
の
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
塊
を
含
む
南
東
側
の
舟
伏
山
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
成
っ
て
い
る
。

３

指
定
地
域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
は
、
マ
ン
ガ
ン
、
石
灰
石
・
ド
ロ
マ
イ
ト
、
石
炭
、
水
銀
の

鉱
床
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
経
済
的
な
稼
行
対
象
と
な
る
規
模
、
品
位
は
有
し
て
お
ら

ず
、
具
体
的
な
開
発
可
能
性
は
な
い
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

指
定
地
域
に
は
、
マ
ン
ガ
ン
鉱
を
主
と
す
る
採
掘
権
が
一
件
設
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
マ
ン
ガ

ン
鉱
の
試
掘
権
が
二
件
、
石
灰
石
・
ド
ロ
マ
イ
ト
の
試
掘
権
が
一
件
、
金
・
銀
そ
の
他
の
鉱
物
を

目
的
と
し
た
試
掘
権
が
一
一
件
の
合
計
一
四
件
の
鉱
業
出
願
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
指
定

地
域
で
稼
行
し
て
い
る
鉱
山
は
な
い
。

４

前
記
の
地
形
及
び
地
質
か
ら
み
て
、
指
定
地
域
に
お
い
て
鉱
物
の
掘
採
を
す
る
と
、
鉱
種
の
い

か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
土
砂
の
崩
落
、
漏
水
等
に
よ
り
、
ダ
ム
、
貯
水
池
等
の
保
全
に
支
障
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

５

以
上
を
総
合
す
る
と
、
指
定
地
域
に
お
い
て
鉱
物
を
掘
採
す
る
こ
と
は
、
鉱
種
の
い
か
ん
に
か

か
わ
ら
ず
、
徳
山
ダ
ム
の
公
益
性
と
比
較
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
地
域
を

鉱
業
法
第
三
条
に
規
定
す
る
鉱
物
全
部
に
つ
い
て
、
鉱
区
禁
止
地
域
と
し
て
指
定
す
る
。


